
○　本校の概要 令和7年3月7日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ｄ

14

1

0

0

Ｂ

Ｃ

生徒アンケートに
おける設問「私は、
英語で自分の意見
を発表するなど、

英語に意欲的に取
り組んでいる」に対
する肯定的回答
「そう思う」「どちら
かといえばそう思

う」の割合。

生徒アンケートに
おける設問「私は、
体力向上や健康増
進のために、規則
正しい運動や食生
活に取り組んでい
る」に対する肯定
的回答「そう思う」
「どちらかといえば
そう思う」の割合。
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し
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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・授業中に自分の意見を意欲的に発表できる生徒
が50％未満というのは、中学生としては当たり前の
ように思う。したがって、成果評価１は低すぎると感
じる。むしろ「そう思う＋どちらかといえばそう思う」
が半分近く（47.7％）もいるというのがすごいことで
ある。とはいえ、理数科への苦手意識が少しでも減
り、意欲的に取り組めるようになれば、それはもち
ろん素晴らしいので、期待したい。

・中学生になると、苦手な教科だとあきらめてしまう
子がいる。理解できない生徒に対するきめ細かい
指導、また動機付けや興味をもてるような指導に取
り組んでほしい。

・もう少し高い評価でもいいのではないか。確かに
数学、理科が苦手だという生徒は多いが、実験は
楽しいと聞いている。また、美術ではタブレットを
使ったアニメーション制作など、数年前にはなかっ
た新しい取り組みが出ており、新鮮さを感じる。

・学校での授業を軸として、学んだことを校外の場
で実質的に体験として積み上げるのが、こどもたち
の自信になり、創造力にもつながると思う。

・授業の内容について、もっと積極的に生徒からの
回答があるとよい。

・STEAM教育はすべての分野で必要になることの
学びであり、特に数学は必須である。具体的な例
示を含め、必要性、さらには興味につなげるのは難
しいだろうか。

・英語に意欲的に取り組んでいる生徒が61.8％もい
ることに驚いた。先生方の授業が楽しく、やる気を
起こさせる内容だということを証明している。

・大項目と方向性に対する成果指標が「英語力」だ
けでは足りていないと思われるが、学校の「今後の
改善策」をぜひ進めていってほしい。

・①については、生徒の保護者に外国籍の方がい
るかと思うので、そのような方たちから生徒へお話
をする機械があるとよい。身近な方であれば、こど
もたちも聞きやすく受け入れやすいと思う。③につ
いては、ペットボトルキャップを集める活動からも考
えられると思う。

・英語の授業の中で、スピーキングに力を入れてい
ることは素晴らしいことである。単語だけでも、相手
に理解してもらえるとうれしいものなので、積極的
に挑戦してもらいたい。同時に、英語で大田区の歴
史や自慢できることも学べたらよい。

・本校の授業のおかげで英語が苦手でなくなった
生徒は多いと聞く。よい取り組みは全校に広げてほ
しい。

・地球規模の課題は、テーマの設定が難しいと思
われるので、保護者からも募ってみてはどうか。

・英語は、今の時代だからこそできる取り組みに期
待している。

・全体的にこれほど多くの生徒が心身の健康に留
意した生活を送っていることに驚いた。昔に比べて
学校は落ち着いており、学校生活が充実しているこ
とで、自然に生活リズムが整い、規則正しく健康的
な生活が送れるということなのであろう。それゆえ、
残る16％ほどの「そう思わない」「どちらかといえば
そう思わない」生徒やその家庭のことが気になる。

・検定については、年々受検する人数も増え、また
高い級への申込も増えていると聞いている。生徒
たちの意識が高いこともそうだが、先生方から必要
性について十分な説明がなされていることがうかが
われる。

・教科によっては、ワークの提出を紙かタブレットか
選べるなど、使い分けがあるのはよいことである。

・現在行われている総合的な学習の取り組みは素
晴らしい。

・道徳の授業があるからではなく、当たり前に、教
員も生徒も地域も、道徳とは何かということについ
て考える必要がある。

生徒アンケートに
おける設問「私は、
授業で自分の意見
を発表するなど意
欲的に取り組んで
いる」に対する肯定
的回答「そう思う」
「どちらかといえば
そう思う」の割合。
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70％
以上
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①数学と理科を中心にSTEAM
教育を推進しているが、教員
の自己評価は「おおむねでき
た」にとどまった。その大きな
原因としては、理科や数学に
対する生徒の苦手意識があげ
られる。生徒アンケートで意欲
的に取り組む生徒が５０％を
下回っているのも、苦手意識
が克服されていないことによる
ところが大きい。したがって、
今後は、生徒が意欲的に取り
組めるような授業（具体的に
は、理数科の楽しさを感じられ
るような授業内容）への改善を
図っていく。

②本校は、部活動が盛んであ
り、また、さまざまなボランティ
ア活動に参加するなど、学校
内にとどまらず、学校外で体験
的な活動を進んでしようとする
生徒が多く、その中で自ら判
断する力や協働の力が養われ
ているものと思われる。今後
も、生徒が様々な活動に参加
していく機会を作っていく。

③授業でICTの活用を推進し
ているが、生徒が常時使用す
る授業への改善が求められ
る。

①外国語教育においては、昨
年度と同様、ALTを活用したコ
ミュニケーション活動中心の授
業を複数回実施した。また、
ESATーJに備えたスピーキン
グ練習を実践的に行った。豊
かな国際感覚の育成という点
においては課題が残るので、
その目的の達成のためにどの
ような手段があるのかを考え、
授業の改善を図っていく。

②社会の地理的分野等で、大
田区の特色等を踏まえて持続
可能な社会に向けた取組みを
考える授業を複数回実施し
た。また、年間をとおしていじ
めに関する授業を行い、人権
感覚を養わせた。いじめアン
ケートに基づく聞き取りを随時
行っている。今後も同様の活
動を継続して行っていく。

③地球規模の課題について
は、具体的にテーマを決めるこ
とが難しかったこともあり、行
動する力の育成まで授業内容
を深めることができなかった。
今後は明確な課題の設定を
し、計画的に指導を行ってい
く。

3

①総合的な学習等で自己と他
者への理解を深める取り組み
を実施し、情操や道徳心の育
成を図った。おおむね目標は
達成したので、今後も取組み
を継続していく。

②ICTを活用し、個に応じた指
導を行っている。また、各種検
定の受検率は高く、多くの生徒
が前向きに検定に取り組んで
いる様子がうかがえる。今後も
取組みを継続し、生徒一人ひ
とりの学力の向上を図ってい
く。

③学校での教育活動における
様々な場面で、健康教育や食
育の推進に努めた。生徒一人
ひとりの体力の向上に資して
いるものと思われる。今後は、
生活習慣の確立について、数
値化して取り組んでいく方法を
考えていく。

④小中一貫の会などの機会を
とおし、学区内小学校との連
携は十分図れているが、保幼
との連携は行えていない。そ
の方法や手段について検討す
るまでに至っていないので、今
後はどのように保幼少との接
続を実現するか検討していく。
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２：
50％
以上

１：
50％
未満

４：
70％
以上

成果
評価

令和６年度　大田区立大森第二中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

本年度は１学年５学級、２学年４学級、３学年４学級、生徒数は４５４名（５月１日現在）である。教職員は３７名（教員２７名、事務・栄養士２名、講師３名、スクールカウンセラー３名、支援員２名）で構成されている。
本校は、令和３年度よりコミュニティスクール制度を運用していることから、学校のさまざまな運営について学校運営協議会委員の意見をうかがいながら進めていく形をとっている。その上で、地域と連携・協働してこどもたちを育てていく仕組みづ
くりを進めている。
また、本校では小中の円滑な連携を目指し、近隣小学校３校との学校間交流を協力して進め「授業研究」「わくわく体験」「体験授業」「生徒会による学校紹介」「小中合同ボランティア活動」等の行事に取り組んでいる。
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学校関係者記入欄
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３：
60％
以上

目標に対する成果指標

10

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4
③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

4

Ｄ 0

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協働
し、問題解決して
いく意欲や、予測
困難な未来社会
を切り拓いていく
ために重要な創
造力や課題解決
力、情報活用能
力を育成します。

1

4

2

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。
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３：
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２：
50％
以上

１：
50％
未満



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

①地域の方がボランティアとし
て参加してくださる授業を一部
の教科で行っている。そのよう
な教科をさらに増やし、今後も
充実した学習環境の整備に努
めていく。

②避難訓練を毎月行ってい
る。また、安全指導日を、定期
的に設けている。これらによ
り、生徒の安全意識は非常に
高くなっている。今後は、地域
の方々の協力を得ながら、「こ
ども消防活動」のような、生徒
主体の活動を行っていくかに
ついて検討していく。
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・近年、大きな地震や水害などがあり、こどもたちの
安全意識が高まるのは、自分の身を守ることにも
つながり、よいことである。

・教室にとどまらず、学校の様々な場所、また地域
に飛び出して行う学習はとても大事である。生徒た
ちにとっても、気分転換になって影響が大きい。

・本校は、校庭もせまく、環境については決してよい
とは思えないが、そのような中でも頑張っていって
ほしい。

・災害時は中学生を含めて若い力が必要である。
災害意識を高める指導をお願いしたい。

・入五小の「こども防災訓練」は、６年生が主体と
なって、５年生や保護者、地域住民を避難者に見
立てて避難所運営の練習をするというものであっ
た。J.COMが取材に来て放映された動画を見ると、
こどもたちの真剣な取り組みの様子が分かる。現
在、年３回行われている二中の防災活動拠点の訓
練は、高齢者の割合が高く、いざというときに心もと
ない状況である。中学生の参加が望まれる。

・コロナで学校と地域、PTAなどとの連携が一度縮
小されてしまったが、これからはまた活発に活動で
きるようになることを期待している。

・アンケートにPTAの活動についての意見があった
が、誰もが納得できるような、参加したいと思えるよ
うな活動ができればよい。

・学校連絡協議会も含め、日頃から地域とのつな
がりに努力されている姿勢は素晴らしい。地域の人
間として、これからも学校と協力していきたい。

・保護者の方々の様々な意見もあるが、見守ること
が大切と思われる。

・学校の活動に、もっと地域を巻き込んでもよいと
思う。

・生徒のボランティアにはいつも助けられている。

・87％もの生徒が、先生の授業を「わかりやすく工
夫してくれている」と思っているのはすごいことであ
る。一方で、意欲的に発表できない生徒たちもいる
という現実がある。しかし、全員が発表できるところ
までいかなくても、一定の理解ができればよいと思
う。

・先生方の業務の適正化もできる限り進めていただ
きたい。

・先生が、夏休中に海外へ勉強に行くなど、より
いっそう自分を高めようとする姿勢は素晴らしい。
こどもたちも、先生が話す海外でのことを興味を
もって聞き、よい刺激になっていると聞いている。

・学校力・教師力の向上に、日々努力されているこ
とが感じられるので、継続してほしい。先生方の活
動に感謝している。

・十分に取り組んでいるものと思われる。

①校内研修を年間３回行い、
外部から講師を招聘し、指導
をいただいている。今年度はＩ
ＣＴを活用した授業改善をテー
マとしたように、全教員が個別
最適な学びと協働的な学びの
一体的な充実に向けて授業改
善に取り組んでいる。

②職業体験では、地域の事業
所の多くで生徒を受け入れて
いただくことができた。また、今
年度初の取組みとして、国交
省のあっせんにより、羽田空
港内の事業所からの出前授業
が実現した。このように、地域
の特色を生かして教育活動を
行うことができているので、今
後も継続して行っていく。

③各種会議におけるペーパー
レス化、新勤怠システム導入
による印鑑レス化などをとおし
て、業務の適正化を徐々に
図っている。これによって、より
充実した生徒指導が可能と
なった。今後は、生徒のウェル
ビーイングを高める取組みを、
スクールカウンセラーと連携の
上行っていく。
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・「いじめは絶対に許さない」という雰囲気があるこ
とは大事である。生徒たちにとって、スクールカウン
セラーにいつでも相談できることも大事であり、アン
ケートの自由意見に対する回答欄にもあったよう
に、自分が信頼している先生に悩みを相談できる
時間と場所があればどんなに安心かと思う。

・学校と生徒たちが共に取り組んでいる姿勢が見え
る。

・最近はLINEなどのSNSを使ったいじめもあると聞
く。なかなか目につかず、気づかないこともあると思
うので、そのようなところにも目を向けられるになれ
ればよい。

・授業になかなかついていけない生徒への補習授
業も含め、一人ひとりと向き合う支援ができている
と感じる。自分らしくとは、自分勝手ではなく、他者
との関係性の中で自分を発揮できることである。い
じめの件数が減っているのも、他者を理解できてい
る証と思われる。

・いじめの話はほとんど聞いていないが、スクール
カウンセラーの充実など、話を聞いてもらえる場所
が増えている成果と思う。

・いじめやこどもたちが抱える問題など、何もかもが
多様化、複雑化している。そのような中で、自己肯
定できるようになるためにも、よいところと悪いとこ
ろなど、自己理解がしっかりできるようになることが
望まれる。

①特別支援教室巡回指導教
員を中心として、特別支援教
育の体制の充実が図られてい
る。特別支援教室を利用する
生徒が少なく、その点からもイ
ンクルーシブ教育が実現され
ていることがうかがわれる。今
後、さらに特別支援教育を充
実させていくことが課題であ
る。

②生徒に対し、「いじめは絶対
にゆるさない」ということを、
様々な機会に伝えている。そ
の成果もあり、年間のいじめ件
数は少ない。毎週、生活指導
部会を行い、生徒情報を交換
し合うことで、いじめの未然防
止、早期発見、早期対応に努
めている。

③スクールカウンセラーは週３
日来校し、生徒はもとより保護
者の面談も行っている。月に１
度の相談室だよりを発行し、相
談室の存在を生徒たちに積極
的に発信している。少しずつだ
が利用者が増えているので、
今後も継続して啓発に当たっ
ていく。
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0

Ｂ 3

１：
50％
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0

Ａ 12

Ｂ

Ｄ

生徒アンケートに
おける設問「先生

は、わかりやすく工
夫した授業を行っ

ている」に対する肯
定的回答「そう思

う」「どちらかといえ
ばそう思う」の割

合。
２：
50％
以上

１：
50％
未満

保護者アンケート
における設問「学
校は、社会の決ま
りや学校のルール
を守らせるよう指導
している」に対する
肯定的回答「そう

思う」「どちらかとい
えばそう思う」の割

合。

４：
70％
以上

１：
50％
未満

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

４：
70％
以上

保護者アンケート
における設問「学
校は、緊急時には
必要な情報を正し
く知らせてくれる」
に対する肯定的回
答「そう思う」「どち
らかといえばそう思

う」の割合。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授業
力を向上させま
す。また、質の高
い教育を実現す
るため、学校の
組織的な運営力
を向上します。あ
わせて、教師が
やりがいをもって
働くことができる
魅力的な環境づ
くりを進めます。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

２：
50％
以上

３：
60％
以上

３：
60％
以上

４：
70％
以上

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。
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２：
50％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。
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個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

Ａ 12

Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内に
おける支援体制の充実、特別支援教室巡
回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。
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4

4

Ｂ 4

保護者アンケート
における設問「学
校は、保護者、ＰＴ
Ａ、地域、関係諸機
関と連携し、地域
活動に協力して見
守ってくれている」
に対する肯定的回
答「そう思う」「どち
らかといえばそう思

う」の割合。

①学校公開や地域のボラン
ティア活動への参加などによっ
て、地域コミュニティの核として
の役割を十分に果たすことが
できている。さらに連絡・協働
を深めていくのが今後の課題
である。

②地域やPTAの協力を得、登
下校時の見守り活動が活発に
行われている。今後も継続して
行っていく。
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３：
60％
以上
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Ｃ 0

４：
70％
以上

３：
60％
以上

２：
50％
以上
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１：
50％
未満
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